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『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれぞれの頭文字を 
  並べてできる「あい こうか」から名付けています。 
  市民憲章とともに皆さんに親しまれる広報誌をめざします。 

国民健康保険税の税率改正 
AED(自動体外式除細動器)を導入します  
◎地域のひろば ・  
・鈴鹿馬子唄全国大会で甲賀市の鈴木勲さんが優勝 
・水口小学校で現役ガードマンによるあんしん教室 など 
◎マイタウントピックス  
・子供自転車滋賀県大会で大原小学校が4年連続優勝 
・消防ポンプ操法県大会に市内から3分団が出場 
◎情報のまど ～  
こうかの風景「保良の宮橋(信楽町)」  
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年度 18平成 

問い合わせ　健康推進課 
165－0704　FAX63－4591
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　入院をされたときの食事代について、減額認定
証の交付に該当される方は申請が必要となります。 
　該当となる方は、世帯の国民健康保険の加入者
全員の平成18年度の市民税が非課税の世帯の方
です。申請方法は次のとおりです。 

●
申
請
場
所
 

　
　
各
支
所
　
総
合
窓
口
課
 

●
持
参
す
る
も
の
 

　
・
保
険
証
 

　
・
非
課
税
証
明
書
（
18
年
1
月
1
日
に
甲

賀
市
に
住
所
の
な
い
方
）
 

　
※
な
お
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
の
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
つ
い
て
も
同
様
で
す
。
 

 

平
成
18
年
度
・
平
成
19
年
度
に
つ
い
て
は
、
老
年

者
に
係
る
住
民
税
非
課
税
措
置
の
廃
止
に
伴
う

経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。
 

国民健康保険  
標 準 負 担 額  
減 額 認 定 証の申請  

　
公
的
年
金
控
除
の
見
直
し
に
伴
い
、国
民
健
康
保
険
税
の

負
担
が
増
加
す
る
高
齢
者
に
配
慮
す
る
た
め
以
下
に
該
当
す

る
方
は
所
得
割
算
定
基
礎
よ
り
平
成
18
年
度
は
13
万
円
、平

成
19
年
度
は
7
万
円
を
控
除
し
ま
す
。 

　
①
昭
和
15
年
1
月
1
日
以
前
生
ま
れ
の
方
 

　
②
平
成
17
年
度
の
個
人
住
民
税
の
算
定
に
あ
た
り
公
的
年

金
等
控
除
の
適
用
が
あ
っ
た
方
 

国
民
健
康
保
険
税
の
 

税
率
等
を
改
正
し
ま
す
。
 

　
国
民
健
康
保
険
は
、被
保
険
者
の
皆
さ

ん
が
負
担
す
る
保
険
税
と
国
の
補
助
金
等

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、年
々
増

加
す
る
医
療
費
を
賄
い
、健
全
な
運
営
を

図
る
た
め
税
率
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

改正前と改正後の税率比較 

医療分 改正前 改正後 

所得割 5.7/100 6.9/100 

資産割 19/100 19/100 

均等割 23,000円 25,500円 

平等割 20,000円 22,000円 

 

介護分 改正前 改正後 

所得割 1.6/100 1.7/100 

資産割 2.8/100 2.8/100 

均等割 8,900円 9,100円 

平等割 6,500円 6,700円 
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　問い合わせ　税務課市民税係 
  1 65‐0679  FAX 63‐4574 
 

〔公的年金収入－公的年金控除－経過措置13万円〕 
　＋ 年金所得以外の所得 － 基礎控除33万円 
　　　　= 所得割算定基礎額　 

《平成18年度所得割算定基礎計算方法》 

※〔　〕内がマイナスのときは〔　〕内の金額は0となります。 

　
介
護
納
付
金
の
課
税
限
度

額
が
8
万
円
か
ら
9
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

AEDを導入しますAEDを導入します
自動体外式除細動器 

甲賀県事務所に導入されているAEDの装置 

　自動体外式除細動器……聞きなれない名称か
も知れません。でもAEDというとどこかで聞い
た方もおられるのではないでしょうか。 
　このAED（自動体外式除細動器）というのは、
簡単に言うと、心臓が小刻みに震え全身に血液
を送ることができなくなる心室細動等の致死性
の不整脈の状態を、心臓に電気ショックを与え
ることにより正常な状態に戻す機械です。平成
16年7月から、一般市民による使用が認められ
たことから導入を進めている公共施設も増えて
います。 
　このほど本市でも、市民の皆さんがもしそう
した突然の事態に遭遇されたときに、誰もがす
ぐに救命処置に対応できるようAEDの導入を決
定しました。市では先に開催された平成18年甲
賀市議会第4回臨時会で購入経費などの一般会
計補正予算案を提出、議会で審議をいただき原
案どおり承認されました。 
　今後、市では設置場所等を検討していきますが、
当初は多くの皆さんの利用が予想される施設を
中心に設置する予定です。 
　設置場所が決定した時点で、使用方法や設置
場所等を本紙でお知らせします。 

1
例 

夫の所得資産 

営業所得　200万円 
固定資産税　10万円 
妻・子どもの所得資産はなし 
※夫婦は40歳以上65歳未満で 

　介護2号被保険者とする 

 
改正前　年税額　279,900 円 
改正後　年税額　314,200 円 
 
〔差額〕 
314,200-279,900=34,300 
月々　約　2,860 円の増額 

改正前 

　　　　　医療　　　介護 
所得割 95,190 26,720 
資産割 19,000 2,800 
均等割 92,000 17,800 
平等割 20,000 6,500 
 226,190 53,820 

年税額　　 279,900円  
 

改正後 

　　　　　医療　　　介護 
所得割 115,230 28,390 
資産割 19,000 2,800 
均等割 102,000 18,200 
平等割 22,000 6,700 
 258,230 56,090 

年税額　　314,200円  

試算額 

夫婦と子ども2人　計4人加入 

2
例 
試算額 

夫婦2人　加入（年金所得のみ） 

夫の所得資産 

年金収入　260万円 
固定資産税　10万円 

妻の所得資産 
年金収入　　70万円 
固定資産税　　なし 
※夫婦は65歳以上で介護納付金は 
　年金より特別徴収とする。 
※夫は公的年金控除等見直しに伴う 
　経過措置の対象者とする。 
 
改正前　年税額　134,500 円 
改正後　年税額　156,800 円 
 
〔差額〕 
156,800-134,500=22,300 
月々　約　1,860 円の増額 

改正前 
　　　　　　医療　　 
所得割 49,590 
資産割 19,000 
均等割 46,000 
平等割 20,000 
 134,590 
年税額　134,500円  
 

改正後 
　　　　　　医療 
所得割 64,860 
資産割 19,000 
均等割 51,000 
平等割 22,000 
 156,860 
年税額　156,800円  
 

広報あいこうか2006.8.1 2広報あいこうか 2006.8.13



年度 18平成 

問い合わせ　健康推進課 
165－0704　FAX63－4591

・
保
険
年
金
課
　
国
保
年
金
係
 

　
　
　
　
　
　
　
1
6
5
│
0
6
8
8
 

　
　
　
　
　
　
　
�
6
3
│
4
5
8
2
 

・
各
支
所
総
合
窓
口
課
 

　
　
水
口
支
所
　
1
6
2
│
4
2
7
2
 

　
　
　
　
　
　
　
�
6
3
│
4
0
8
6
 

　
　
土
山
支
所
　
1
6
6
│
1
1
0
3
 

　
　
　
　
　
　
　
�
6
6
│
2
0
1
0
 

　
　
甲
賀
支
所
　
1
8
8
│
4
1
0
3
 

　
　
　
　
　
　
　
�
8
8
│
3
1
0
4
 

　
　
甲
南
支
所
　
1
8
6
│
8
0
1
1
 

　
　
　
　
　
　
　
�
8
6
│
8
0
2
9
 

　
　
信
楽
支
所
　
1
8
2
│
8
0
6
5
 

　
　
　
　
　
　
　
�
8
2
│
0
1
6
5
 

 問
い
合
わ
せ
 

 問
い
合
わ
せ
 

 

　入院をされたときの食事代について、減額認定
証の交付に該当される方は申請が必要となります。 
　該当となる方は、世帯の国民健康保険の加入者
全員の平成18年度の市民税が非課税の世帯の方
です。申請方法は次のとおりです。 

●
申
請
場
所
 

　
　
各
支
所
　
総
合
窓
口
課
 

●
持
参
す
る
も
の
 

　
・
保
険
証
 

　
・
非
課
税
証
明
書
（
18
年
1
月
1
日
に
甲

賀
市
に
住
所
の
な
い
方
）
 

　
※
な
お
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
の
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
つ
い
て
も
同
様
で
す
。
 

 

平
成
18
年
度
・
平
成
19
年
度
に
つ
い
て
は
、
老
年

者
に
係
る
住
民
税
非
課
税
措
置
の
廃
止
に
伴
う

経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。
 

国民健康保険  
標 準 負 担 額  
減 額 認 定 証の申請  

　
公
的
年
金
控
除
の
見
直
し
に
伴
い
、国
民
健
康
保
険
税
の

負
担
が
増
加
す
る
高
齢
者
に
配
慮
す
る
た
め
以
下
に
該
当
す

る
方
は
所
得
割
算
定
基
礎
よ
り
平
成
18
年
度
は
13
万
円
、平

成
19
年
度
は
7
万
円
を
控
除
し
ま
す
。 

　
①
昭
和
15
年
1
月
1
日
以
前
生
ま
れ
の
方
 

　
②
平
成
17
年
度
の
個
人
住
民
税
の
算
定
に
あ
た
り
公
的
年

金
等
控
除
の
適
用
が
あ
っ
た
方
 

国
民
健
康
保
険
税
の
 

税
率
等
を
改
正
し
ま
す
。
 

　
国
民
健
康
保
険
は
、被
保
険
者
の
皆
さ

ん
が
負
担
す
る
保
険
税
と
国
の
補
助
金
等

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、年
々
増

加
す
る
医
療
費
を
賄
い
、健
全
な
運
営
を

図
る
た
め
税
率
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

改正前と改正後の税率比較 

医療分 改正前 改正後 

所得割 5.7/100 6.9/100 

資産割 19/100 19/100 

均等割 23,000円 25,500円 

平等割 20,000円 22,000円 

 

介護分 改正前 改正後 

所得割 1.6/100 1.7/100 

資産割 2.8/100 2.8/100 

均等割 8,900円 9,100円 

平等割 6,500円 6,700円 

 

介
護
納
付
金
 

課
税
限
度
額
の
 

引
き
上
げ
 

所
得
割
な
ど
の
税
率
を
 

 
 
 
 
改
正
し
ま
す
 

 

公
的
年
金
等
控
除
の
 

見
直
し
に
伴
う
経
過
措
置
 

 

　問い合わせ　税務課市民税係 
  1 65‐0679  FAX 63‐4574 
 

〔公的年金収入－公的年金控除－経過措置13万円〕 
　＋ 年金所得以外の所得 － 基礎控除33万円 
　　　　= 所得割算定基礎額　 

《平成18年度所得割算定基礎計算方法》 

※〔　〕内がマイナスのときは〔　〕内の金額は0となります。 

　
介
護
納
付
金
の
課
税
限
度

額
が
8
万
円
か
ら
9
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

AEDを導入しますAEDを導入します
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負
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今
後
、出
水
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

市
内
で
は
水
防
体
制
を
一
層
強
化
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
風
水
害
対
策
等
を

再
度
、点
検
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、自
主
防
災
組
織
等
を
中
心
と

し
た
地
域
ぐ
る
み
の
対
応
も
大
変
重
要

で
す
。
地
域
に
お
い
て
も
再
度
、連
絡
体

制
や
避
難
場
所
等
の
確
認
を
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
 

　
６
月
２８
日（
水
）、希
望
ヶ
丘
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で『
第
１
回
甲
賀
市
国
民

保
護
協
議
会
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
国
に
お
い
て
、武
力
攻
撃
等
か
ら
国
民
の

生
命
、身
体
及
び
財
産
を
守
る
た
め
、国
民

保
護
法
が
平
成
１６
年
６
月
に
成
立
し
ま
し

た
。こ
れ
に
伴
い
、平
成
１６
年
度
に
基
本
指

針
を
、平
成
１７
年
度
に
は
滋
賀
県
で
も
国

民
保
護
計
画
を
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
甲
賀

市
に
お
い
て
も
、防
災
関
係
機
関
や
各
地

域
区
長
会
長
ら
を
交
え
、国
や
県
の
計
画

と
整
合
を
図
り
な
が
ら
、平
成
１９
年
３
月

を
目
標
に
国
民
保
護
計
画
を
作
成
す
る

予
定
で
す
。
 

風水害の 
時期に 
備え 
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時期に 
備え 

風水害の 
時期に 
備え 

甲賀市防災会議開催 

６月２８日（水）、希望ヶ丘防災 

コミュニティセンターで、 

『平成１８年度甲賀市防災会議』 

が開催されました。 

　
今
回
の
防
災
会
議
で
は
、
昨
年
策
定
し
た
、
水
防
計
画
の
一
部
見

直
し
と
、
市
内
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所
や
浸
水
想
定
区
域
、
今
後
の

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
防
災
会
議
は
、
国
や
県
、
警
察
、
消
防
な
ど
の
防
災
機
関
や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
事
業
者
、
情
報
機
関
等
の
代
表
の
方
が
委
員
と
な
っ
て
、

市
内
の
防
災
に
関
す
る
事
項
を
検
討
す
る
機
関
で
す
。
 

破
堤
・
は
ん
濫
等
の
浸
水
情
報
及
び
避
難

に
関
す
る
情
報
を
住
民
に
わ
か
り
や
す
く

知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
人
的
被
害
を
防
ぐ

こ
と
を
主
な
目
的
と
す
る
も
の
。
 

洪
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ッ
プ
 

●
排
水
路
の
清
掃
や
用
水
路
等
の
管
理
体

制
を
十
分
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
土
砂
災
害
や
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
地
域
で

は
、台
風
等
の
場
合
、気
象
情
報
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
裏
山
状
況
等
に
異
変
を
感
じ
た
ら
最
寄
り

の
支
所
又
は
市
役
所
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●
事
前
に
近
く
の
避
難
所
を
地
域
の
方
と
確

認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
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く
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す
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人
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で
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を
受
け
ら
れ
た
と
き
に
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で
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払
う
費
用（
一
部
負
担
金
）

の
負
担
区
分
（
1
割
ま
た
は
2
割
）は
、新
た
に
平
成
18
年
8
月
1
日
か
ら
見
直

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
見
直
し
に
よ
り
2
割
と
判
定
さ
れ
た
方
で
、同
じ
世
帯
に
お
ら
れ
る
70
歳

以
上
の
方
の
平
成
17
年
中
の
収
入
の
合
計
額
が
一
定
基
準
に
満
た
な
い
場
合
に

は
、申
請
さ
れ
ま
す
と
1
割
負
担
に
な
り
ま
す
。
 

老
人
保
健
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ
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）
同
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に
70
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以
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（
注
意
）（
ア
）（
イ
）と
も
65
歳
以
上
で
老
人
医

療
の
障
が
い
認
定
を
受
け
て
お
ら
れ
る

方
を
含
み
ま
す
。 　

ま
た
、
右
の
一
定
基
準
を
超
え
て
2
割
負
担
と
な
る
方

で
も
、
自
己
負
担
限
度
額
（
医
療
機
関
等
で
お
支
払
い
い

た
だ
く
費
用
の
一
か
月
当
た
り
の
最
高
限
度
額
）
が
1
割

負
担
の
方
と
同
じ
基
準
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
申
請
に
必
要
な
物
 

世
帯
に
お
ら
れ
る
70
歳
以
上
の
方

（
65
歳
以
上
で
老
人
医
療
の
障
が

い
認
定
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
を

含
む
）
の
平
成
17
年
中
の
収
入
額

が
確
認
で
き
る
書
類
 

●
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請
場
所
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支
所
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合
窓
口
課
 

　
現
在
、有
効
期
限
が
平
成
18
年
7
月
31
日
と
な
っ
て
い
る
福
祉
医
療

費
受
給（
助
成
）券
を
お
持
ち
の
方
で
、ま
だ
更
新
手
続
き
を
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れ
て
い

な
い
方
は
、各
支
所
総
合
窓
口
課
ま
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

福
祉
医
療
費
受
給（
助
成
）
券
の
 

更
新
手
続
き
は
お
済
み
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す
か
?

問
い
合
わ
せ
 

　
保
険
年
金
課
　
老
保
医
療
係
 

　
　
　
1
　
6
5
│
0
6
8
9
 

 
　
F
A
X
6
3
│
4
5
8
2
 

 

問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課
　
老
保
医
療
係
 

1
　
6
5
│
0
6
8
9
　
F
A
X
6
3
│
4
5
8
2
 

 

※
該
当
者
に
は
7
月
中
旬
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
通
知
が
な
か
っ
た
方

で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
 

問い合わせ 保険年金課　老保医療係 
　 1 65－0689　FAX 63－4582

　
ま
た
、
現
在
、
有
効
期
限
が
7
月
31
日
ま
で
の
老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
引
き
続
き
認
定
を
受
け
よ
う

と
思
わ
れ
る
方
も
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。
 

※
た
だ
し
、
平
成
18
年
度
の
市
民
税
が
課
税
世
帯
の
場
合
は
認
定
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

●
申
請
場
所
 

　
各
支
所
　
総
合
窓
口
課
 

●
申
請
時
に
必
要
な
物
 

　
・
老
人
医
療
受
給
者
証
 

　
・
健
康
保
険
証
 

＊
申
請
は
随
時
受
付
け
ま
す
。（
認

定
は
申
請
の
あ
っ
た
月
の
属

す
る
月
の
初
日
か
ら
と
な
り

ま
す
。
）
 

　
平
成

年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
（
世
帯
主
及
び
世
帯
全
員
）
の
世
帯
に

属
す
る
老
人
医
療
受
給
対
象
者
は
申
請
さ
れ
ま
す
と
入
院
時
の
食
事
療
養
に

係
る
標
準
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
 

A 一般の老人医療受給対象者 
（B、Cのいずれにも該当しない者） 

260円 
　／食 

B

市 民税非課税 
の 世帯に属す 
る 老人医療受 
給対象者 
（Cに該当す 
る者を除く） 

（B1)過 去1年 の 入  
院期間が90日以下 
（長期非該当者） 

210円 
　／食 

（B2)過 去1年 の 入  
院期間が90日超 

（長期該当者） 

160円 
　／食 

C Bの うち 、所得が一定基準に満 た 
ない老人医療受給対象者 

100円 
　／食 

〈入院時食事療養費の標準負担額〉 

【
一
定
基
準
】
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攻
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生
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、身
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及
び
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を
守
る
た
め
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が
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に
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を
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は
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。
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も
、防
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関
や
各
地

域
区
長
会
長
ら
を
交
え
、国
や
県
の
計
画

と
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合
を
図
り
な
が
ら
、平
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月

を
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に
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、
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、
水
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計
画
の
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と
、
市
内
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所
や
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の
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、
国
や
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警
察
、
消
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ど
の
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関
や
ラ
イ

フ
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事
業
者
、
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関
等
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報
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
裏
山
状
況
等
に
異
変
を
感
じ
た
ら
最
寄
り

の
支
所
又
は
市
役
所
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●
事
前
に
近
く
の
避
難
所
を
地
域
の
方
と
確

認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
 

　
総
務
課
総
合
防
災
係
 

　
　
1
　
6
5
│
0
6
6
5
 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
6
3
│
4
5
5
4

私
た
ち
を
守
る
 

甲
賀
市
・
国
民
保
護
協
議
会
開
催
 

問
い
合
わ
せ
 

　
危
機
管
理
対
策
室
 

　
1
　
６
５
│
０
７
３
３
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
３
│
４
５
５
４
 

国
民
保
護
法
 

〜
医
療
機
関
で
の
支
払
い
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
〜
 

　
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
ら
れ
た
と
き
に
窓
口
で
支
払
う
費
用（
一
部
負
担
金
）

の
負
担
区
分
（
1
割
ま
た
は
2
割
）は
、新
た
に
平
成
18
年
8
月
1
日
か
ら
見
直

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
見
直
し
に
よ
り
2
割
と
判
定
さ
れ
た
方
で
、同
じ
世
帯
に
お
ら
れ
る
70
歳

以
上
の
方
の
平
成
17
年
中
の
収
入
の
合
計
額
が
一
定
基
準
に
満
た
な
い
場
合
に

は
、申
請
さ
れ
ま
す
と
1
割
負
担
に
な
り
ま
す
。
 

老
人
保
健
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ
 

（
ア
）
同
じ
世
帯
で
他
に
70
歳
以
上
の

高
齢
者
の
方
が
お
ら
れ
る
場
合
・・・

5
2
0
万
円
 

（
イ
）
同
じ
世
帯
で
他
に
70
歳
以
上
の

高
齢
者
の
方
が
お
ら
れ
な
い
場
合
・・・

3
8
3
万
円
 

（
注
意
）（
ア
）（
イ
）と
も
65
歳
以
上
で
老
人
医

療
の
障
が
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認
定
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ま
た
、
右
の
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も
、
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1
　
6
5
│
0
6
8
9
　
F
A
X
6
3
│
4
5
8
2
 

 

※
該
当
者
に
は
7
月
中
旬
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
通
知
が
な
か
っ
た
方

で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
 

問い合わせ 保険年金課　老保医療係 
　 1 65－0689　FAX 63－4582

　
ま
た
、
現
在
、
有
効
期
限
が
7
月
31
日
ま
で
の
老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
引
き
続
き
認
定
を
受
け
よ
う

と
思
わ
れ
る
方
も
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。
 

※
た
だ
し
、
平
成
18
年
度
の
市
民
税
が
課
税
世
帯
の
場
合
は
認
定
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

●
申
請
場
所
 

　
各
支
所
　
総
合
窓
口
課
 

●
申
請
時
に
必
要
な
物
 

　
・
老
人
医
療
受
給
者
証
 

　
・
健
康
保
険
証
 

＊
申
請
は
随
時
受
付
け
ま
す
。（
認

定
は
申
請
の
あ
っ
た
月
の
属

す
る
月
の
初
日
か
ら
と
な
り

ま
す
。
）
 

　
平
成

年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
（
世
帯
主
及
び
世
帯
全
員
）
の
世
帯
に

属
す
る
老
人
医
療
受
給
対
象
者
は
申
請
さ
れ
ま
す
と
入
院
時
の
食
事
療
養
に

係
る
標
準
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
 

A 一般の老人医療受給対象者 
（B、Cのいずれにも該当しない者） 

260円 
　／食 

B

市 民税非課税 
の 世帯に属す 
る 老人医療受 
給対象者 
（Cに該当す 
る者を除く） 

（B1)過 去1年 の 入  
院期間が90日以下 
（長期非該当者） 

210円 
　／食 

（B2)過 去1年 の 入  
院期間が90日超 

（長期該当者） 

160円 
　／食 

C Bの うち 、所得が一定基準に満 た 
ない老人医療受給対象者 

100円 
　／食 

〈入院時食事療養費の標準負担額〉 

【
一
定
基
準
】
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問
い
合
わ
せ
 
農
業
振
興
課
 

　
 
1
　
 
６
５
│

０
７
１
２
 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
 
６
３
│

４
５
９
２
 

伝統野菜として注目を浴びる杉谷なすび 

　
近
年
、
地
域
特
有
の
風
土
で
育
て
上
げ
ら
れ
て
き
た
歴
史
あ

る
伝
統
野
菜
が
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。「
京
野
菜
」
が
そ
の
代

表
で
す
が
、甲
賀
市
に
も
昔
な
が
ら
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、各
家

庭
で
栽
培
を
続
け
ら
れ
て
き
た
野
菜
が
あ
り
、以
前
紹
介
し
た

「
鮎あ
い

河が

菜な

」
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

　
今
回
は
「
杉
谷
な
す
び
」
を
紹
介
し
ま
す
。
 

　
「
杉
谷
な
す
び
」
と
は
甲
南
町
杉
谷
地
域
で
、「
江
戸
時
代
に

は
各
家
庭
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、古
く
か
ら

受
け
継
が
れ
て
き
た
ナ
ス
で
す
。
　
 

　
そ
の
特
徴
は
、京
の
「
賀
茂
ナ
ス
」
に
似
た
丸
ナ
ス
系
の
大
型
品

種
で
、大
き
い
も
の
で
は
、3
0
0
g
以
上
に
も
な
り
ま
す
。
 

　
従
来
、
1
株
か
ら
3
〜
5
個
し
か
と
れ
な
い
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
、収
量
が
少
な
い
品
種
で
す
が
、最
近
で
は
、技
術
改
良
に
よ
り

収
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
大
き
く
な
っ
て
も
、肉
質
が
緻
密
で
、

し
か
も
柔
ら
か
い
た
め
、田
楽
な
ど
に
最
適
で
す
。
　
　
 

　
現
在
で
は
、「
杉
谷
な
す
び
栽
培
部
会
」
が
設
立
さ
れ
、
5
名

の
方
が
、消
費
者
に
本
当
の
お
い
し
さ
を
伝
え
よ
う
と
生
産
を
手

が
け
ら
れ
、さ
ら
に
、安
全
・
安
心
に
向
け
て
、県
の
「
環
境
こ
だ
わ

り
農
産
物
」
と
し
て
減
農
薬
、減
化
学
肥
料
栽
培
に
も
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
だ
ま
だ
量
的
に
は
少
な
い
で
す
が
、市
場
を
通
じ
て
県
内
量

販
店
や
県
内
ホ
テ
ル
、料
亭

の
他
、地
元
直
売
所
へ
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

●児 童 扶 養 手 当 

　　　8月1日(火)～8月31日(木)  
●特別児童扶養手当 

　　　8月11日(金)～9月11日(月) 
　 
　なお、右記に該当される方で現在、手当を受
給されていない方はお問い合わせください。 

　現在、児童扶養手当・特別児童扶養手当を受給して

いる方（所得制限により支給停止の方も含みます）は、

児童扶養手当現況届・特別児童扶養手当所得状況届

を各支所総合窓口課まで提出してください。この届は

所得状況やお子さんの監護状況を確認するもので、

提出が遅れたり、提出しなかったりすると8月分以降

の手当の受給が遅れたり受けられなくなることがあり

ますので、忘れずに提出してください。 

受　付　期　間 

対象及び手当額 
●児童扶養手当 
　父がいないか、あるいは父が重度の障害の状態にある家
庭などで、18歳に達する日以後最初の3月31日までの児
童を養育している方。ただし遺族年金等の公的年金を受給
されている場合は対象にはなりません。なお、支給につい
ては所得制限があります。  
　　手当月額：全部支給　41,720円 
　　　　　　　一部支給　41,710円 
　　　　　　　　　　　　　　　～9,850円  
　児童が2人の場合には、上記金額に5,000円の加算、3人
目以降は児童1人につき3,000円の加算)  
●特別児童扶養手当 
　身体または知的に中度以上の障害のある20歳未満の児
童を養育している方。なお、支給については所得制限があ
ります。  
　　　　手当額：1級(重度)50,750円 
　　　　　　　　2級(中度)33,800円 

 

をお忘れなく 

　　水口支所総合窓口課　162－4271　FAX63－4086 
　　土山支所総合窓口課　166－1103　FAX66－2010 
　　甲賀支所総合窓口課　188－4103　FAX88－3104 
　　甲南支所総合窓口課　186－8011　FAX86－8029 
　　信楽支所総合窓口課　182－8065　FAX82－0165

　児童福祉課児童福祉係 
　　　1 65－0705 
　　  FAX 63－4085

問い合わせ 
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消
費
者
被
害
を 

消
費
者
被
害
を 

【
問
い
合
わ
せ
】消
費
生
活
相
談
窓
口（
市
民
生
活
課
生
活
交
通
係
） 

 
　
 
 
 
 
 
■
月
曜
日
〜
金
曜
日
　
■
9
:
0
0
〜
1
5
:
0
0
 

 
　
　
　
 
 
 
 
1

6
5
―
0
6
8
5
 
Ｆ
Ａ
Ｘ
6
3
―
4
5
8
2

　市民生活課では日々の消費生活のトラブルや苦情の
相談を行っています。気軽に相談してください。 お悩み相談室 市民生

活課よ
り 

知っト
ク！ 

突
然
、
訪
れ
て
く
る
訪
問
販
売
業
者
や 

電
話
に
よ
る
勧
誘
な
ど
で
商
品
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の 

契
約
を
し
て
後
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
い
る 

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。 

　
セ
ー
ル
ス
の
巧
み
な
ト
ー
ク
に
の

せ
ら
れ
、
だ
ま
さ
れ
る
事
例
も
あ
り

ま
す
。
契
約
す
る
ま
で
に
ま
ず
、 

  

調 

べ
る 

　
被
害
防
止
の
た
め
に
は
、
契
約
前

に
よ
く
調
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
業
者
に
関
す
る
こ
と
、
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
品
質
、
種
類
、
価
格
帯
な
ど

を
比
較
検
討
し
ま
す
。 

　
そ
の
際
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
の
情
報
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

得
ら
れ
る
情
報
な
ど
も
活
用
し
ま
し

ょ
う
。
家
族
や
知
人
な
ど
相
談
で
き

る
人
に
意
見
を
求
め
る
も
い
い
で
し

ょ
う
。 

  

考 

え
る 

　
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
踏
ま

え
て
、
ど
ん
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
か
、
ど
の
程
度
の
予
算
が
合
理

的
か
検
討
し
ま
す
。 

　
検
討
す
る
際
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

調
べ
た
情
報
が
役
に
立
ち
ま
す
。 

 

 

よ
く 

読 

む 

　
契
約
す
る
前
に
、
業
者
の
説
明
を

聞
く
だ
け
で
な
く
、
渡
さ
れ
た
資
料
類
、

契
約
書
類
を
よ
く
読
み
ま
す
。
明
確

で
平
易
に
書
い
て
あ
り
ま
す
か
。
内

容
は
、
納
得
で
き
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
あ
な
た
が
読
ん
で
み
て
、
分
か
ら

な
い
と
い
う
場
合
に
は
、
慌あ

わ

て
て
契

約
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

　
消
費
者
基
本
法
で
は
、
業
者
に
「
重

要
な
情
報
は
消
費
者
に
と
っ
て
明
確

か
つ
平
易
に
提
供
す
る
責
務
」
を
課

し
て
い
ま
す
。
渡
さ
れ
た
資
料
の
内

容
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
場
合

に
は
、
業
者
が
良
心
的
で
な
い
か
、

あ
な
た
に
は
向
か
な
い
契
約
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

  

毅 

然
と
し
た
態
度
を
と
る 

　
い
ら
な
い
と
き
は
、
「
い
り
ま
せ
ん
」

と
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
あ
い

ま
い
な
態
度
は
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
で
す
。

急
い
で
契
約
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

消
費
者
被
害
を 

防
ぐ
た
め
に 

防
ぐ
た
め
に 

  
 
第
2
回
臨
時
会
 

 

条
例
の
制
定
 

・
甲
賀
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

・
甲
賀
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

・
甲
賀
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
 

・
甲
賀
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

 

平
成
17
年
度
補
正
予
算
 

 ・
平
成
17
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
8
号
）
 

・
平
成
17
年
度
甲
賀
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

3
号
）
 

・
平
成
17
年
度
甲
賀
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
5
号
）
 

 

平
成
18
年
度
補
正
予
算
 

 ・
平
成
18
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
 

 

契
約
の
締
結
 

工
事
名
 

甲
南
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
建
築
工
事
 

契
約
額
 

　
　
４
９
８
，
７
５
０
，
０
０
０
円
 

契
約
相
手
方
 

　
　
西
村
建
設
　
株
式
会
社
　
用
賀
支
店
 

  　
 
第
3
回
定
例
会
 

 

条
例
の
制
定
 

・
甲
賀
市
環
境
基
本
条
例
 

・
甲
賀
市
子
ど
も
等
自
然
環
境
知
識
習
得
施
設
条
例
 

・
甲
賀
市
奨
学
資
金
給
付
条
例
 

・
甲
賀
市
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
条
例
 

・
甲
賀
市
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
及
び
甲
賀
市
消
防
団
員
等
公

務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

・
甲
賀
市
鉄
道
経
営
安
定
対
策
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
 

・
甲
賀
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

・
甲
賀
市
福
祉
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

・
甲
賀
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

 

平
成
18
年
度
補
正
予
算
 

 ・
平
成
18
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
 

 

人
事
（
人
権
擁
護
委
員
の
選
任
）
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
称
略
 

　
　
に
し
か
わ
り
ょ
う
へ
い
 

・
西
川
良
平
（
水
口
町
植
）
 

　
　
ひ
ら

お

と
し
か
ず
 

・
平
尾
敏
一
（
甲
賀
町
田
堵
野
）
 

　
　

み
よ
し
り
ゅ
う
え
き
 

・
三
好
隆
益
（
甲
南
町
新
治
）
 

 

財
産
の
処
分
 

 所
在
地
 

　
水
口
町
さ
つ
き
が
丘
1
番
地
　
他
 

処
分
面
積
 

　
５
，
１
０
８
．
２
７
g
 

処
分
予
定
価
格
 

　
１
０
５
，
０
０
０
，
０
０
０
円
 

 

財
産
の
取
得
 

所
在
地
 

　
甲
賀
町
神
７
０
７
番
地
１
　
他
 

取
得
面
積
 

　
３
１
，
３
８
４
．
８
８
g
 

取
得
予
定
価
格
 

　
８
８
，
３
１
１
，
４
８
１
円
 

 

第
2
回
甲
賀
市
議
会
臨
時
会
が
5
月
15
日
に
、
第
3
回
甲
賀
市
議
会
定
例
会
が
6
月
7
日
か
ら
6
月
23
日
ま
で
の
 

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
・
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

平成 
18年 
 

平成 
18年 
 
第
2
回
 

甲
賀
市
議
会
定
例
会
 

第
3
回
 
甲
賀
市
議
会
臨
時
会
 

第
2
回
 

甲
賀
市
議
会
定
例
会
 

第
3
回
 
甲
賀
市
議
会
臨
時
会
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第13回 

街道を歩く 
その3

総務課市史編纂係 
1 86-8075   FAX 86-8380

【問い合わせ】 

【
問
い
合
わ
せ
】  

文
化
財
保
護
課
 

　
 
1
 
8
6
＿
8
0
2
6
 

 
F
A
X
8
6
＿
8
3
8
0

ぐん 

（2） 

甲賀市 
文化財 

の
 15

土山の街道名物 

 

　
浮
世
絵
に
描
か
れ
て
い
る
宿
場
の
風

景
に
は
、
そ
の
土
地
の
名
物
を
題
材
に

し
た
も
の
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
 

　
こ
の
名
物
、
実
は
宿
場
で
は
な
く
立

場
で
生
ま
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

立
場
と
は
、
宿
場
と
宿
場
の
間
に
設
け

ら
れ
た
休
憩
を
と
る
場
所
の
こ
と
で
、

お
茶
や
菓
子
を
提
供
す
る
茶
屋
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。
宿
場
が
人
馬
の
継
立
や

宿
泊
を
中
心
と
し
た
場
と
す
れ
ば
、
立

場
は
行
き
交
う
旅
人
が
集
う
観
光
案
内

所
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
各
地
域
で

売
ら
れ
た
食
べ
物
や
土
産
物
が
人
々
の

間
で
有
名
に
な
る
と
、
そ
の
名
物
を
食

べ
た
り
買
っ
た
り
す
る
こ
と
が
旅
の
楽

し
み
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
土
山
町
域
に
は
東
海
道
土
山
宿
を
中

心
に
、
鈴
鹿
峠
付
近
の
沢
（
土
山
町
山

中
）、
猪
鼻
、
水
口
宿
と
の
間
に
大
野

と
い
う
３
つ
の
立
場
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
名
物
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
今
回

は
そ
の
中
か
ら
蟹
が
坂
飴
と
木
櫛
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
 

　
蟹
が
坂
飴
は
、
大
蟹
退
治
の
伝
承
に

ち
な
ん
で
厄
除
け
飴
と
し
て
知
ら
れ
、

東
海
道
の
風
物
を
著
し
た
『
東
海
道
名

所
図
会
』
の
蟹
が
坂
の
部
分
に
「
名
物

と
し
て
丸
き
飴
を
売
家
多
し
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
山
中
飴
」「
地
黄

煎
」
の
名
称
も
あ
り
、
山
中
村
か
ら
猪

鼻
立
場
、
蟹
が
坂
村
に
か
け
て
の
街
道

沿
い
で
売
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
 

　
蟹
が
坂
飴
は
、
麦
芽
水
飴
を
原
料
と

し
、
ゴ
ザ
の
上
に
は
り
付
け
た
水
飴
を

コ
テ
で
押
し
付
け
て
直
径
３
b
程
の
丸

型
に
し
、
固
ま
っ
た
も
の
を
竹
皮
で
包

装
し
ま
す
。
独
特
の
模
様
は
蟹
の
甲
羅

を
模
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
も
蟹
が
坂
飴
は
販
売
さ
れ
て
お

り
、
伝
統
の
味
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
 

　
土
山
宿
の
名
物
で
あ
っ
た
木
櫛
は
、

宿
東
の
生
里
野
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
し

た
。『
東
海
道
名
所
図
会
』
に
は
「
名
物

指
櫛
」
と
あ
り
、
大
田
南
畝
（
蜀
山
人
）

の
『
改
元
紀
行
』
に
は
、「
土
山
の
宿
に

入
り
て
も
櫛
う
る
家
多
し
。
土
山
亀
井

く
し
、
又
御
櫛
所
お
六
櫛
な
ど
か
き
た

る
札
を
出
せ
り
。」
と
の
記
述
が
み
ら
れ

ま
す
。
 

　
こ
の
櫛
は
、
昔
、
木
曽
の
旅
人
が
伊

勢
参
宮
を
終
え
て
帰
国
す
る
途
中
に
土

山
の
地
で
病
に
か
か
り
、
村
人
の
手
厚

い
看
護
に
よ
っ
て
回
復
し
た
こ
と
に
感

謝
し
て
、
木
曽
の
木
櫛
を
村
人
に
伝
え

た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
櫛

は
、
お
六
櫛
な
ど
の
名
称
で
販
売
さ
れ
、

軽
く
て
持
ち
運
び
が
便
利
な
た
め
土
産

物
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
明
治

時
代
に
な
り
宿
駅
が
廃
止
さ
れ
る
と
、

櫛
を
売
る
店
も
次
第
に
姿
を
消
し
て
い

き
ま
し
た
。
 

　
現
代
で
も
、
旅
先
の
名
物
を
食
べ
た

り
買
っ
た
り
す
る
こ
と
は
旅
の
楽
し
み

で
す
が
、
江
戸
時
代
、
旅
人
に
よ
っ
て

広
め
ら
れ
た
街
道
名
物
は
、
当
時
の
旅

の
よ
う
す
や
庶
民
文
化
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
情
報
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。
甲
賀
の
名
物
、
皆
さ
ん
は
い
く
つ

ご
存
知
で
す
か
。
 

東海道掃除場間数帳 

 
 
 
　江戸時代に日本を訪れた外国人は美し
い風景とともに、主要な街道が美しく
整備されていることに感心しています。
ヨーロッパにくらべ日本では牛馬の糞
はすぐ肥料になったからという説もあ
りますが、結局掃除する人がいたという
ことになります。 
　では誰が掃除をしたのでしょう。幕府や

藩の役
人でしょう
か。そうではありま
せん。糞の始末をは
じめ松並木の維持、
小さな補修工事は、
宿場町や街道沿いの
村々に労役として課

せられていたのです。 
　なかでも公用の通行が多かった東海道
は、道中奉行のもと維持管理に意が払
われ、御三家、参勤交代の大名、諸
門跡、勅使、名代、お茶壺道中な
どの通行に際しては、事前に掃除
をしなければならず、当然外国人
使節の通る前も掃除がなされたは
ずです。 
　掃除場所は一定の持ち場が割り当
てられ、これを「掃除丁場」と呼びま

した。写真は今も一部に松並木が残る北脇
村内の掃除丁場を記したもので、853間半2尺5

寸(約1.6km)を同村ほか3ヶ村が受け持っています。 
　天保14年に幕府が作成した『東海道宿村大概帳』には、
東海道全線の掃除丁場と受け持村が記されていて、その
厳重さに驚かされるとともに、維持管理にかけた幕府の
並々ならぬ熱意と、人々の苦労、そして東海道の重要性
に改めて気づかされます。 

掃き清められた東海道 

土山の街道名物である蟹が坂飴 

た
て
 

か
に
 

さ
か
 

き
 ぐ
し
 

じ

お
う
 

せ
ん
 

い
く
 

お
お
た

な
ん
ぼ
 

し
ょ
く
さ
ん
じ
ん
 

り
 
の
 

ば
 

ちょうば そう じ 
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甲
賀
市
文
化
協
会
連
合
会
文
芸
欄 

今
回
は
信
楽
町
文
化
協
会
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

次
号（
9
月
１
日
号
）は
、甲
南
町
文
化
協
会
の
予
定
で
す
。 

甲賀市の 
5

ゲンゴロウ 
の仲間 

大切な
 

自然自然自然

みなくち子どもの森自然館 
1 63-6712　FAX 63-0466

7（月）、21（月）、28（月） 

14日(月)は臨時開園 
8月の 
休園日 

甲賀市内にすむ 
絶滅が心配される動植物や 
それらを育む大切な 

自然についての連載です 

クロゲンゴロウ 

水草の多い池 

生き物の多い 
土堀の水路 

短
歌
　
地
中
海
信
楽
グ
ル
ー
プ 

志
が
ら
き
俳
壇
六
月
例
会 

老
人
ク
ラ
ブ
冠
句
研
究
　
勅
旨
保
良
会
文
芸
部 

冠
題
「
苦
も
楽
も
」
 

　ゲンゴロウ類は、平たい流線型の体とオールの様な長い後ろ足で、
水中を素早く泳ぎ、他の水生生物を捕まえる肉食の甲虫です。 
　滋賀県には30種以上のゲンゴロウ類が生息しますが、体長が約
4 cmを超える最大の種「ゲンゴロウ」は、県内で非常に少なくな
りました(滋賀県レッドデータブック2005年版)。「ナミゲンゴロウ」
とも言われ、昔は普通でしたが、甲賀地域では既に絶滅したかも知
れません。お隣の日野町で古くに採集された標本があるので、甲賀
にもいたはずです。 
　「ゲンゴロウ」が減少したのは、すみ場所や餌が無くなったため
と言われます。幼虫は水草の繁る浅い池にすみますが、その様な池
は現在あまり見当たりません。また、オタマジャクシや小魚など大
量の水生生物を食べるため、農薬を無制限に使用した時代に、餌と
なる生き物と一緒に消えたようです。 
　しかし、甲賀市内には別の大型ゲンゴロウ類が生き残っています。
体長が約2.5cmになる「クロゲンゴロウ」で、近年の調査で、甲賀
市の全町から確認できました。山よりに生息するため、農薬や開発
から逃れたようですが、やはり、水草が豊富な、生き物の多い池や
水路に見られます。 
　大型のゲンゴロウ類が見られることは、水辺に多くの生き物がす
む、豊かな環境の存在を意味するのです。 

甲賀市文化協会連合会文芸欄 今回は信楽町文化協会から お寄せいただきました。 

作字あり注意 か  

ま 
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　6月28日（水）水口小学校の1年生児童が「あんしん教室」に

参加しました。 

　これは最近の子どもたちを狙った犯罪が増えてきたことにより、

自分の身は自分で守ることを身に付けてもらおうと行われたも

のです。 

　この日は警備会社である綜合警備保障の現役ガードマンから

防犯ブザーの使い方や、知らない人に付いて行かないなど、自分

の身を守る「いかのおすし」という言葉を学びました。 

　「いかのおすし」とは、知らない人にはついていかない。声を

かけられても車に乗（の）らない。助けてと大声（おおごえ）を出

す。110番の家や店などにすぐ逃げる。危ないと思ったら大人

の人や店の人に知（し）らせる。の頭文字からできた言葉です。

児童たちは現役ガードマンの迫真の演技にさらに防犯意識を高

めた様子でした。 

登下校時は 

水口小学校で 
あんしん教室 

現役ガードマンから指導を受ける児童 現役ガードマンから指導を受ける児童 

甲
賀
市
の

鈴
木
勲
さ
ん
が
 

第
15
回
鈴
鹿
馬
子
唄
全
国
大
会
 

見
事
優
勝
！
 

見
事
優
勝
！
 

　
7
月
1
日
（
土
）、
J
R
甲
南
駅
前

に
あ
る
市
民
憲
章
行
灯
前
で
深
川
た
そ

が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 　
こ
の
行
灯
は
今
年
2
月
に
深
川
区
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
が
市
民
憲
章
の
制
定

に
あ
わ
せ
制
作
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
約
4

か
月
間
点
灯
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

日
は
最
後
の
点
灯
日
を
飾
る
た
め
の
さ

よ
な
ら
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

　
行
灯
前
に
は
舞
台
が
準
備
さ
れ
、「
デ

ィ
ー
プ
リ
バ
ー
・
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
バ
ン
ド
」

や
ポ
ッ
プ
ス
バ
ン
ド
「
奏か

な
で」

に
よ
る
演

奏
に
集
ま
っ
た
約
8
0
名
の
方
々
は
た

そ
が
れ
時
の
す
ば
ら
し
い
演
奏
に
感
動

し
た
様
子
で
し
た
。 

夕暮れ時に たそがれたそがれたそがれ
夕暮れ時に 

コンサート コンサート 

　
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
風
物
詩
「
鈴
鹿
馬
子
唄
全
国
大
会
」
が

6
月
18
日（
日
）、
あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
小
雨
が
ち
ら
つ
く
„
あ
い
の
土
山
“
に
4
歳
か
ら

87
歳
ま
で
の
老
若
男
女
1
6
0
名
が
自
慢
の
の
ど
を
披
露
さ

れ
、
鈴
鹿
山
麓
に
馬
子
唄
が
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。 

　
遠
く
は
静
岡
県
か
ら
少
年
少
女
の
部
29
名
（
市
内
か
ら
10

名
）、
一
般
の
部
1
3
1
名
（
同
14
名
）
の
参
加
が
あ
り
、『
坂

は
照
る
照
る
　
鈴
鹿
は
曇
る
　
あ
い
の
土
山
　
雨
が
降
る
』
の

一
節
を
思
い
思
い
の
衣
装
に
身
を
包
み
、
堂
々
と
熱
唱
さ
れ
ま

し
た
。 

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
審
査
員
も
兼
ね
て
ゲ
ス
ト
と
し
て

お
迎
え
し
た
小お

沢ざ
わ

千ち

月げ
つ

さ
ん
と
、
つ
く
だ
貞さ

だ

夫お

さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
楽
し
い
ト
ー
ク
と
と
も
に
独
特
の
ス
テ
ー
ジ
を
熱
演
さ
れ
、

観
客
は
場
内
に
響
き
渡
る
素
晴
ら
し
い
唄
声
に
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。 

　
な
お
、
一
般
の
部
決
勝
は
予
選
を
通
過
し
た
20
名
に
よ
っ

て
競
わ
れ
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
地
元
甲
賀
市
の
鈴す

ず

木き

勲い
さ
お

さ

ん
が
見
事
日
本
一
の
栄
冠
を
獲
得
さ
れ
る
な
ど
甲
賀
市
の
方
々

が
大
健
闘
さ
れ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

いかの
おすし?

いかの
おすし?

いかの
おすし?

馬子唄を披露する山内小と鮎河小の児童たち 

少
年
・
少
女
の
 

部
で
準
優
勝
の
 

林
由
佳
さ
ん
 

いざ
本番
へ！

子ども和太鼓連合 
 

　
以
前
か
ら
和
太
鼓
を
通
じ
て
交
流
の
あ
っ
た
結
成
5
年
目
を

迎
え
る
地
元
の
「
甲
賀
忍
玉
太
鼓
団
」
と
三
重
県
伊
賀
市
の
「
青

山
子
ど
も
太
鼓
」、
東
近
江
市
の
て
ん
び
ん
太
鼓
「
飛ぴ

鼓こ

」、
蒲

生
野
太
鼓
「
わ
ら
べ
組
」
の
4
つ
の
チ
ー
ム
が
新
チ
ー
ム
を
作

り
、
26
日
（
土
）
の
大
会
に
向
け
合
同
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
4
つ
の
チ
ー
ム
は
甲
賀
町
で
毎
年
行
わ
れ
る
和
太
鼓
サ

ウ
ン
ド
夢
の
森
に
出
場
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
同
大
会
で
恒

例
と
な
っ
て
い
る
子
ど
も
1
0
0
人
太
鼓
に
代
わ
り
「
和
っ
！
」

を
結
成
し
、
新
し
い
曲
に
挑
も
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

　
練
習
で
指
導
に
あ
た
る
の
は
プ
ロ
の
和
太
鼓
集
団
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ａ
打
打
打
団
「
天
鼓
」
の
メ
ン
バ
ー
、
本
番
へ
向
け
た
厳
し
い

中
に
も
楽
し
い
指
導
が
続
い
て
い
ま
す
。 

　「
和
っ
！
」
の
メ
ン
バ
ー
は
8
月
26
日
（
土
）、
か
ふ
か
夢

の
森
で
行
わ
れ
る
和
太
鼓
サ
ウ
ン
ド
夢
の
森
2
0
0
6
で
い
よ

い
よ
本
番
を
迎
え
ま
す
。 

東近
江 

甲賀
・伊
賀 

「和っ！」 「和っ！」 「和っ！」 を結成!

ギターとコカリナを演奏する 
ほっとらいんのお二人 

全国一マナーの良い草津線をめざして 
  かふか・は～とふるコンサート 

新チーム結成で一層交流の深まった「和っ！」のメンバー 

　JR貴生川駅構内で7月9日(日)、かふか・は～とふるコンサー

トが行われました。 

　このコンサートは、JR草津線マナー向上ボランティア「は～

とふるラインかふか」の皆さんが、グループの発足を記念して

開催されたものです。 

　コンサートでは、歌のボランティアグループ「ほっとらいん」

のお二人が、ギターとコカリナを演奏され、駅を利用される乗

客はしばし足をとめ、その音色に聞き入っておられました。 

　その後、ボランティアの皆さんは啓発用品を配布したり、電車

に乗り込んで、迷惑行為をなくすための声掛けをしたりと「誰

もが乗ってみたい、全国一マナーの良い草津線をめざして」活

動をされました。この活動は今後も続けられるそうです。 

【一般の部】   
優勝・日本民謡協会賞・中日新聞社賞 鈴木　　勲 （すずき　いさお） 甲賀市 
準優勝・日本民謡協会賞 小西　米子 （こにし　よねこ） 湖南市 
滋賀県知事賞  原田智恵子 （はらだ　ちえこ） 兵庫県 
滋賀県教育長賞 鈴木多恵子 （すずき　たえこ） 奈良県 

ＮＨＫ大津放送局長賞 宇野万里子 （うの　まりこ） 甲賀市 
 ６　　　　　位 楠　 美香子 （くすのきみかこ） 大阪府 
 ７　　　　　位 佐々木勢子 （ささき　せいこ） 甲賀市 
 ８　　　　　位 吉岡かな子 （よしおかかなこ） 三重県 

特別賞（最高齢：87歳 ）        江川　関治 （えがわ　せきじ） 三重県 
特別賞（最遠路） 平井　利雄 （ひらい　としお） 静岡県 

【少年少女の部】   

優勝・日本民謡協会賞 杉目　夏美 （すぎめ　なつみ） 奈良県 
準　　優　　勝 林　　由佳 （はやし　ゆか） 甲賀市 
 ３　　　　　位 大家　稚七 （おおや　わかな） 甲賀市 
 ４　　　　　位 黒川　惠加 （くろかわあやか） 奈良県 
 ５　　　　　位 大石　　茜 （おおいしあかね） 大阪府 
 ６　　　　　位 脇田　政宏 （わきたまさひろ） 奈良県 

特別賞（最年少：４歳） 堀江　優也 （ほりえ　ゆうや） 大阪府 

行
灯
前
で
演
奏
す
る
バ
ン
ド
の
皆
さ
ん
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　6月28日（水）水口小学校の1年生児童が「あんしん教室」に

参加しました。 

　これは最近の子どもたちを狙った犯罪が増えてきたことにより、

自分の身は自分で守ることを身に付けてもらおうと行われたも

のです。 

　この日は警備会社である綜合警備保障の現役ガードマンから

防犯ブザーの使い方や、知らない人に付いて行かないなど、自分

の身を守る「いかのおすし」という言葉を学びました。 

　「いかのおすし」とは、知らない人にはついていかない。声を

かけられても車に乗（の）らない。助けてと大声（おおごえ）を出

す。110番の家や店などにすぐ逃げる。危ないと思ったら大人

の人や店の人に知（し）らせる。の頭文字からできた言葉です。

児童たちは現役ガードマンの迫真の演技にさらに防犯意識を高

めた様子でした。 

登下校時は 

水口小学校で 
あんしん教室 

現役ガードマンから指導を受ける児童 現役ガードマンから指導を受ける児童 

甲
賀
市
の

鈴
木
勲
さ
ん
が
 

第
15
回
鈴
鹿
馬
子
唄
全
国
大
会
 

見
事
優
勝
！
 

見
事
優
勝
！
 

　
7
月
1
日
（
土
）、
J
R
甲
南
駅
前

に
あ
る
市
民
憲
章
行
灯
前
で
深
川
た
そ

が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 　
こ
の
行
灯
は
今
年
2
月
に
深
川
区
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
が
市
民
憲
章
の
制
定

に
あ
わ
せ
制
作
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
約
4

か
月
間
点
灯
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

日
は
最
後
の
点
灯
日
を
飾
る
た
め
の
さ

よ
な
ら
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

　
行
灯
前
に
は
舞
台
が
準
備
さ
れ
、「
デ

ィ
ー
プ
リ
バ
ー
・
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
バ
ン
ド
」

や
ポ
ッ
プ
ス
バ
ン
ド
「
奏か

な
で」

に
よ
る
演

奏
に
集
ま
っ
た
約
8
0
名
の
方
々
は
た

そ
が
れ
時
の
す
ば
ら
し
い
演
奏
に
感
動

し
た
様
子
で
し
た
。 

夕暮れ時に たそがれたそがれたそがれ
夕暮れ時に 

コンサート コンサート 

　
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
風
物
詩
「
鈴
鹿
馬
子
唄
全
国
大
会
」
が

6
月
18
日（
日
）、
あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
小
雨
が
ち
ら
つ
く
„
あ
い
の
土
山
“
に
4
歳
か
ら

87
歳
ま
で
の
老
若
男
女
1
6
0
名
が
自
慢
の
の
ど
を
披
露
さ

れ
、
鈴
鹿
山
麓
に
馬
子
唄
が
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。 

　
遠
く
は
静
岡
県
か
ら
少
年
少
女
の
部
29
名
（
市
内
か
ら
10

名
）、
一
般
の
部
1
3
1
名
（
同
14
名
）
の
参
加
が
あ
り
、『
坂

は
照
る
照
る
　
鈴
鹿
は
曇
る
　
あ
い
の
土
山
　
雨
が
降
る
』
の

一
節
を
思
い
思
い
の
衣
装
に
身
を
包
み
、
堂
々
と
熱
唱
さ
れ
ま

し
た
。 

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
審
査
員
も
兼
ね
て
ゲ
ス
ト
と
し
て

お
迎
え
し
た
小お

沢ざ
わ

千ち

月げ
つ

さ
ん
と
、
つ
く
だ
貞さ

だ

夫お

さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
楽
し
い
ト
ー
ク
と
と
も
に
独
特
の
ス
テ
ー
ジ
を
熱
演
さ
れ
、

観
客
は
場
内
に
響
き
渡
る
素
晴
ら
し
い
唄
声
に
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。 

　
な
お
、
一
般
の
部
決
勝
は
予
選
を
通
過
し
た
20
名
に
よ
っ

て
競
わ
れ
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
地
元
甲
賀
市
の
鈴す

ず

木き

勲い
さ
お

さ

ん
が
見
事
日
本
一
の
栄
冠
を
獲
得
さ
れ
る
な
ど
甲
賀
市
の
方
々

が
大
健
闘
さ
れ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

いかの
おすし?

いかの
おすし?

いかの
おすし?

馬子唄を披露する山内小と鮎河小の児童たち 

少
年
・
少
女
の
 

部
で
準
優
勝
の
 

林
由
佳
さ
ん
 

いざ
本番
へ！

子ども和太鼓連合 
 

　
以
前
か
ら
和
太
鼓
を
通
じ
て
交
流
の
あ
っ
た
結
成
5
年
目
を

迎
え
る
地
元
の
「
甲
賀
忍
玉
太
鼓
団
」
と
三
重
県
伊
賀
市
の
「
青

山
子
ど
も
太
鼓
」、
東
近
江
市
の
て
ん
び
ん
太
鼓
「
飛ぴ

鼓こ

」、
蒲

生
野
太
鼓
「
わ
ら
べ
組
」
の
4
つ
の
チ
ー
ム
が
新
チ
ー
ム
を
作

り
、
26
日
（
土
）
の
大
会
に
向
け
合
同
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
4
つ
の
チ
ー
ム
は
甲
賀
町
で
毎
年
行
わ
れ
る
和
太
鼓
サ

ウ
ン
ド
夢
の
森
に
出
場
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
同
大
会
で
恒

例
と
な
っ
て
い
る
子
ど
も
1
0
0
人
太
鼓
に
代
わ
り
「
和
っ
！
」

を
結
成
し
、
新
し
い
曲
に
挑
も
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

　
練
習
で
指
導
に
あ
た
る
の
は
プ
ロ
の
和
太
鼓
集
団
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ａ
打
打
打
団
「
天
鼓
」
の
メ
ン
バ
ー
、
本
番
へ
向
け
た
厳
し
い

中
に
も
楽
し
い
指
導
が
続
い
て
い
ま
す
。 

　「
和
っ
！
」
の
メ
ン
バ
ー
は
8
月
26
日
（
土
）、
か
ふ
か
夢

の
森
で
行
わ
れ
る
和
太
鼓
サ
ウ
ン
ド
夢
の
森
2
0
0
6
で
い
よ

い
よ
本
番
を
迎
え
ま
す
。 

東近
江 

甲賀
・伊
賀 

「和っ！」 「和っ！」 「和っ！」 を結成!

ギターとコカリナを演奏する 
ほっとらいんのお二人 

全国一マナーの良い草津線をめざして 
  かふか・は～とふるコンサート 

新チーム結成で一層交流の深まった「和っ！」のメンバー 

　JR貴生川駅構内で7月9日(日)、かふか・は～とふるコンサー

トが行われました。 

　このコンサートは、JR草津線マナー向上ボランティア「は～

とふるラインかふか」の皆さんが、グループの発足を記念して

開催されたものです。 

　コンサートでは、歌のボランティアグループ「ほっとらいん」

のお二人が、ギターとコカリナを演奏され、駅を利用される乗

客はしばし足をとめ、その音色に聞き入っておられました。 

　その後、ボランティアの皆さんは啓発用品を配布したり、電車

に乗り込んで、迷惑行為をなくすための声掛けをしたりと「誰

もが乗ってみたい、全国一マナーの良い草津線をめざして」活

動をされました。この活動は今後も続けられるそうです。 

【一般の部】   
優勝・日本民謡協会賞・中日新聞社賞 鈴木　　勲 （すずき　いさお） 甲賀市 
準優勝・日本民謡協会賞 小西　米子 （こにし　よねこ） 湖南市 
滋賀県知事賞  原田智恵子 （はらだ　ちえこ） 兵庫県 
滋賀県教育長賞 鈴木多恵子 （すずき　たえこ） 奈良県 

ＮＨＫ大津放送局長賞 宇野万里子 （うの　まりこ） 甲賀市 
 ６　　　　　位 楠　 美香子 （くすのきみかこ） 大阪府 
 ７　　　　　位 佐々木勢子 （ささき　せいこ） 甲賀市 
 ８　　　　　位 吉岡かな子 （よしおかかなこ） 三重県 

特別賞（最高齢：87歳 ）        江川　関治 （えがわ　せきじ） 三重県 
特別賞（最遠路） 平井　利雄 （ひらい　としお） 静岡県 

【少年少女の部】   

優勝・日本民謡協会賞 杉目　夏美 （すぎめ　なつみ） 奈良県 
準　　優　　勝 林　　由佳 （はやし　ゆか） 甲賀市 
 ３　　　　　位 大家　稚七 （おおや　わかな） 甲賀市 
 ４　　　　　位 黒川　惠加 （くろかわあやか） 奈良県 
 ５　　　　　位 大石　　茜 （おおいしあかね） 大阪府 
 ６　　　　　位 脇田　政宏 （わきたまさひろ） 奈良県 

特別賞（最年少：４歳） 堀江　優也 （ほりえ　ゆうや） 大阪府 

行
灯
前
で
演
奏
す
る
バ
ン
ド
の
皆
さ
ん
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寄
付
・
寄
贈
 

◎
水
口
図
書
館
蔵
書
 
 

　
甲
賀
協
同
ガ
ス
株
式
会
社
様
 

　
１
，0
0
0
，0
0
0
円
 
ご厚意に感謝します 
とともに大切に使わせて 
いただきます。 

 

　
7
月
1
日
に
近
江
八
幡
市
内
で
開
催
さ
れ
た
交
通
安

全
子
供
自
転
車
滋
賀
県
大
会
（
滋
賀
県
交
通
安
全
協
会

な
ど
が
主
催
）
に
大
原
小
学
校
が
甲
賀
湖
南
地
区
代
表

と
し
て
出
場
し
、
見
事
な
技
能
走
行
を
披
露
さ
れ
、
4

年
連
続
24
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
同
校
は
8
月
1
日
・
2
日
に
東
京
都
内
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
滋
賀
県
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
期
待
し
ま
す
。
 

県大会で見事優勝した大原小学校の皆さん 

競技中の様子 

大
原
小
学
校
が
 

4
年
連
続
24
回
目
の
 

優
勝
 ！！ 

交通
安全
 

子供
自転
車 

滋賀
県大
会 

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
善
意
は
、

日
本
赤
十
字
社
滋
賀
県
支
部
を
通
じ
て
現

地
の
救
援
活
動
に
使
用
さ
れ
ま
す
。 

ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
災
害
救
援
金 

６
件
　
８
，
８
９
８
円
 

 

　
8
月
6
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
滋
賀
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
に
市
内
か
ら

3
分
団
が
出
場
さ
れ
ま
す
。
 

　
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
に
は
水
口
方
面
隊
第
4
分
団
、
信
楽
方
面
隊
朝
宮
分

団
が
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
に
は
甲
南
方
面
隊
第
3
、
4
分
団
が
そ
れ
ぞ

れ
出
場
さ
れ
ま
す
。
 

に

出
場
 

滋
賀
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
に

出
場
 

滋
賀
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
に

出
場
 

滋
賀
県
消
防
操
法
訓
練
大
会

甲南方面隊第3、4分団 

信楽方面隊朝宮分団 

水口方面隊第4分団 
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日本の心を聴く 
甲賀三曲演奏会 原稿執筆者 

うえ にし　　　　さだ　お 

日本の心を聴く 
甲賀三曲演奏会 
日本の心を聴く 
甲賀三曲演奏会 

上西　定雄 

まちかど
 

特派員
 

のページ
 

山本邦山 
in 
甲南 

会場に響き渡る琴の音色 

演奏会に参加する 
最年少の女の子 

総勢59名による迫力のある演奏会 

やま  もと  ほう  ざん 

　
甲
南
忍
の
里
プ
ラ
ラ
で
、
甲
賀
三
曲

の
会
と
プ
ラ
ラ
運
営
委
員
会
と
の
合
同

企
画
に
よ
り
、
人
間
国
宝
　
山
本
邦
山

さ
ん
（
重
要
無
形
文
化
財
尺
八
保
持
者

認
定
）
を
特
別
出
演
に
迎
え
、
心
地
よ

い
安
ら
ぎ
と
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
邦

楽
の
世
界
「
甲
賀
三
曲
演
奏
会
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。 

　
市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
と
い

う
こ
と
で
企
画
か
ら
当
日
の
司
会
ま
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
運
営
し
ま
し

た
。
三
曲
と
は
「
尺
八
・
箏
・
三
絃
」

の
こ
と
で
、
甲
賀
三
曲
の
会
は
日
本
古

来
の
伝
統
音
楽
の
伝
承
を
は
か
る
べ
く

昭
和
57
年
に
発
足
し
、
今
年
25
年
を

迎
え
た
甲
賀
地
域
の
各
教
授
の
有
資
格

者
で
組
織
さ
れ
た
会
で
、
今
回
は
こ
れ

ら
の
会
の
各
先
生
方
も
出
演
さ
れ
ま
し

た
。 

　
演
奏
は
二
部
形
式
で
、
一
部
は
会
員

の
皆
さ
ん
が
一
曲
目
に
現
在
各
楽
器
を

習
っ
て
お
ら
れ
る
弟
子
の
方
々
（
８
歳

の
お
子
さ
ん
も
い
る
）
を
中
心
と
し
た

一
般
の
方
に
も
お
馴
染
み
の
「
森
の
く

ま
さ
ん
」
な
ど
の
童
謡
が
演
奏
さ
れ
ま

し
た
。
二
曲
目
以
降
は
「
編
曲
　
八
千

代
獅
子
」
や
、
宮
城
道
雄
さ
ん
の
名
曲

「
春
の
海
」
な
ど
を
尺
八
の
鈴
木
力
山

さ
ん
を
始
め
と
す
る
三
曲
の
各
先
生
方

の
合
同
演
奏
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に

邦
楽
の
音
楽
物
語
「
つ
る
の
お
ん
が
え

し
」
を
、
舞
台
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
に
出
演

さ
れ
て
い
る
山
本
昌
之
さ
ん
が
、
邦
楽

演
奏
を
バ
ッ
ク
に
身
ぶ
り
、
手
ぶ
り
を

交
え
て
語
ら
れ
ま
し
た
。 

　
二
部
で
は
山
本
邦
山
さ
ん
及
び
そ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ
る
演
奏
で
、
う
っ
と

り
と
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
最

後
に
は
紫
香
楽
太
鼓„
炎
“の
皆
さ
ん
も

加
わ
っ
て
邦
楽
器
と
打
楽
器
に
よ
る
「
信

楽
絵
巻
」
を
総
勢
59
名
で
の
演
奏
で
、

迫
力
あ
る
邦
楽
の
世
界
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。 

　
甲
賀
三
曲
の
会
は
、
毎
年
各
町
内
持

ち
回
り
で
研
究
会
を
、
ま
た
５
年
に
１

回
演
奏
会
を
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
会
員
の
皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
町

内
の
学
校
か
ら
依
頼
が
あ
れ
ば
出
向
い

て
演
奏
し
、
和
楽
器
を
生
徒
の
皆
さ
ん

に
直
接
触
れ
て
も
ら
う
体
験
学
習
な
ど

を
実
施
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
代
表
者
の

一
人
で
あ
る
鈴
木
力
山
さ
ん
は
尺
八
歴

45
年
、
指
導
の
傍
ら
日
本
の
心
で
あ

る
邦
楽
を
多
く
の
人
に
伝
え
よ
う
と
演

奏
会
の
企
画
か
ら
運
営
ま
で
携
わ
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
鈴
木
さ
ん
は
、「
私
た
ち

会
員
全
員
は
今
後
も
三
曲
が
よ
り
広
く

愛
さ
れ
、
普
及
す
る
た
め
に
充
実
し
た

活
動
を
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。」

と
熱
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
参
加
さ
れ
た
生
田
流
箏
曲
正
派

の
金
田
さ
ん
は
「
心
地
よ
い
緊
張
の
中

で
の
演
奏
に
加
え
、
多
く
の
方
々
に
邦

楽
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
一

日
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。」
と
語

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

　
演
奏
会
を
聴
き
に
来
ら
れ
た
町
内
の

女
性
は
「
昔
か
ら
家
に
古
い
尺
八
が
あ

っ
た
が
、
誰
も
吹
い
た
こ
と
も
無
く
、

今
日
始
め
て
生
で
聴
き
、
澄
ん
だ
音
色

に
驚
く
と
と
も
に
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
が
し
ま
し
た
。
本
当
に
良
い
演
奏
会

で
し
た
。」
と
一
緒
に
来
ら
れ
た
３
人

友
だ
ち
も
邦
楽
の
良
さ
を
口
々
に
語
り

満
足
し
た
様
子
で
帰
ら
れ
ま
し
た
。 

　
終
わ
り
に
プ
ラ
ラ
運
営
委
員
長
で
文

化
協
会
の
会
長
で
あ
る
東
澤
さ
ん
も
「
地

域
社
会
と
の
関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

文
化
事
業
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
。」
と
語
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。 

や
ま
も
と
ほ
う
ざ
ん
 

こ
と
　
　
さ
ん
げ
ん
 

み
や

ぎ

み
ち

お
 

す
ず

き

り
き
ざ
ん
 

や
ま
も
と
 ま
さ
ゆ
き
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情 報 の ま ど 

期日および種目(会場) 

　8月20日（日） 

グラウンドゴルフ (水口野洲川グラウンドゴルフ場) 

バレーボール(甲賀中央運動公園体育館) 

ソフトボール(土山グラウンド) 

卓　球(甲賀市土山体育館) 

バドミントン(信楽体育館) 

ソフトテニス(甲賀中央公園テニスコート) 

バスケットボール(水口体育館) 

ターゲットバードゴルフ(杣川運動公園ＴＢＧコース) 

　8月27日（日） 

サッカー（水口スポーツの森多目的グラウンド） 

ゲートボール（甲賀市上野ドーム） 

※各種目とも午前８時３０分開会式 
※市内在住、在勤者で甲賀市体育協会各
　支部対抗戦とする。ただし、一部個人
　戦を行う種目については除く。 

主　催■甲賀市体育協会 
主　管■甲賀市体育協会各競技 

●問　生涯スポーツ課スポーツ振興係 
　　� 86ー8023　� 86ー8380

第２回甲賀市民球技大会 

　子どもの森の自然館では、自然を題材
にした工作などの体験コースを行います。
自然館の展示（特別展「動物のからだ」
を開催中）と共にぜひお楽しみください。
日程と内容および各日の時間、定員、材
料費は以下のとおりです。 

8／5（土）■植物で布を染めてみよう 
（14時～、定員：30名、材料費：600円） 
8／6（日）■おり紙の動物園 
（11時～、14時～、定員：各20名、 
　材料費：100円） 
8／12（土）、13日（日） 
　　　　　■化石のレプリカをつくろう 
（11時～、14時～、定員：各回30名、 
　材料費：200円） 

※参加申込は不要。開始１５分前から館内
　で先着順受付。 
※「１１時～、１４時～」は、どちらも同じ
　内容です。 
※材料費以外に自然館入館料（大人２００円・
　小中学生１００円）が必要です。 

●問　みなくち子どもの森自然館 
　　� 63ー6712　� 63ー0466

みなくち子どもの森 

「夏休みショートコース」 

　夏の星座をさがしたり、星空を望遠鏡
で観察してみましょう。 

日　時■8月19日（土）　19：30～21：00 
（曇りや雨の場合は中止します。） 

集合場所■みなくち子どもの森講習室 
定　員■子ども～大人　30名（先着順） 
小学生以下は保護者同伴でお願いします。 
持ち物■懐中電灯 
参加費■無料 
申込締切■8月17日（木） 
申込方法■参加する人全員の住所・氏名・

　年齢・電話番号を下記まで。 

●申　みなくち子どもの森自然館 
　　� 63ー6712　� 63ー0466

みなくち子どもの森 

しぜん学習会「星空観察」 

　昭和４０年代を中心になつかしい写真を
展示します。今の子どもたちのお父さん
お母さんが小さい頃に見ていた水口の姿
です。親子で見ていただき、ふれあえる
機会となればと考えています 

期　間■8月31日（木）まで 
場　所■水口図書館 
　　　　水口歴史民俗資料館ロビー 
開館時間■10：00～17：00 
休館日■月曜日 

●問　水口歴史民俗資料館 
　　� 62ー7141　� 63ー4737

水口歴史民俗資料館 
平成１８年度夏休み写真展 
「写真が語るふるさと水口」 

期　間■11月26日(日)まで 
休館日■月曜日 
　　　※8月31日までは7日(月)のみ休館 
　　　※また9月4日(月)～9月8日(金)ま

で展示点検のため休館 
観覧料■企画展示観覧料(常設展示は別) 
　　　　大人　　　　　400円 
　　　　大学・高校生　300円 
　　　　小学・中学生　200円 
※同時に第18回水族企画展示「水辺の生
き物」を開催中です。 

●問　県立琵琶湖博物館 
　　� 077ー568ー4811 
　　� 077ー568ー4850

県立琵琶湖博物館 
第14回企画展示 

「湖辺～水、魚、そして人～　 
東アジアの中の琵琶湖」 

　甲賀市域には、古くからさまざまな特
産品が生まれ、その伝統は現在でも受け
継がれています。 
　今回の展示では、製造道具や歴史資料
などから各地域の名物をご紹介します。 

期　間■7月29日（土）～9月10日（日） 
会　場■土山歴史民俗資料館第2展示室 
開館時間■10：00～18：00 
休館日■月曜日・火曜日 
入館料■無料 

●問　土山歴史民俗資料館 
　　� 66ー1056　� 66ー1067

土山歴史民俗資料館 
平成18年度テーマ展 

『甲賀の名物 今・昔』 

8月12日（土） 
「ペルセウス座流星群をみよう」 

　毎年８月の中旬（ちょうどお盆のころ）
になると、「ペルセウス座流星群」の流星
がたくさん見られます。ペルセウス座流星
群は、ダストが地球に衝突する速度が速い
ために明るい流星が多く出現しますので、
“見ごたえのある流星群”といえるでしょ
う。天候が良ければ、四方八方に流れる様
子を見ることができます。 

※天候により中止する場合があります。 

場　所■かふか生涯学習館 
時　間■19：30～21：30 
受　付■下記までお電話ください。 

●問 ●申　かふか生涯学習館 
　　� 88ー4100　� 88ー5055

天  体  観  望  会 

【パソコン便利な使い方コース】 

日　程■8月22日(火)、24日(木)、29日(火) 
受講料■9,000円(2時間×3回) 
時　間■19:00～21:00 

定　員■6名(先着順で定員になり次第締

め切り) 

場　所■甲南町商工会館　2階 

申し込み■平日の午前8時～午後5時15分

までに受講料を添えて下記まで。 

●問 ●申　甲南町商工会 
　　� 86ー2016　� 86ー5818

パソコン講習会 
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期　間■8月3日（木）～31日（木） 
　　　　9：00～16：30 
　　　　※土・日は除く 
場　所■あすぱる甲賀 
　　　　（甲賀市水口町八坂2番18号） 
内　容■なぜ南米出身の子は、ピアスを

しているの？ 
　　　　ここに来れば、その謎がとけます。 

●問　あすぱる甲賀 
　　� 65ー4020　� 65ー4021

ギャラリーあすぱる 
～ラテンアメリカの生活展～ 

期　間■8月1日（火）～8月31日（木） 
　　　　平日の8：30～17：15 
場　所■土山支所1階ロビー 
内　容■土山の町並みや風景・催事を撮

影して歩かれました。目で見る
風景も写真に撮ると、また違っ
たすばらしさがあります。 

　　　　ぜひ一度ご覧ください。 

●問　土山支所 
　　� 66ー1101　� 66ー1564

市民ギャラリー 
甲賀町シルバ－大学写真クラブ作品展 

　今年も星空映画会の季節がやってきま
した。星空の大パノラマのもと映画を見
てみませんか？今年はディズニーが贈る、
勇気と希望の冒険ファンタジー「チキン・
リトル」を上映します。全世界を感動で
包みこんだ奇跡の絆の物語です。皆さん
楽しみにしていてくださいね。 

上映作品■「チキン・リトル」 
日　時■8月10日（木）　19：30～21：00 
場　所■信楽運動公園 
　　　　（雨天の場合　たけのこ児童館） 
入場料■無料 

●問　たけのこ児童館（信楽西教育集会所） 
　〒529-1831　信楽町西349－4 
　� 82ー2361　� 82ー3616 
　信楽有線　7006

星空映画会の開催 

　英語を使いたい方、料理に興味のある方、 
ぜひいっしょにボリュームたっぷり、お
いしさたっぷりの家庭料理をつくってみ
ませんか！ 
※もちろん日本語でもOK 

日　時■8月24日（木）　10：30～14：00 
場　所■水口中央公民館　調理室 
講　師■ナティヴィダッド・サンチェス・
　　　　牧さん　（甲賀市在住） 
内　容■ 
　クッキング＆フィリピンのお話 
　　・メヌード（肉を使ったメインディッシュ） 
　　・マッシュルーム＆クリームスープ 
　　・サラダ 
参加費■会員：1,000円　非会員：1,200円 
定　員■30名 
申込締切■8月17日（木） 

●問 ●申　甲賀市国際交流協会 
　　　　�/� 63ー8728 
　　　　月～金　10：00～17：00

ワールドクッキング 
～フィリピン編～ 日　時■8月12日（土）　13：00開演 

入場料■500円　中学生以下100円 

　FAITH RAYS（フェイス・レイズ）は、
結成して３年になる地元のアマチュアバ
ンド。碧水ホール公演が２回目のライブ
です。 
　バンドに関心がある方、どうぞお越し
ください。 

●問 ●申　碧水ホール 
　　� 63ー2006　� 63ー0752 
　　E-mail hekisuih@city.koka.shiga.jp

第８期碧水ホール 
ライブハウス化計画 
FAITH RAYSライブ 

催　　し 
期　間■8月6日（日）まで開催中 
　　　　連日　9：00～17：00　入場無料 
場　所■碧水ホール展示コーナー 
主　催■(財)滋賀県文化振興事業団 
共　催■甲賀市教育委員会 

「あなたのまちの記憶あなたの
まち“で”の記憶」をテーマに、
FAXの送信で寄せられた作品を
展覧します。 

●問　碧水ホール 
　　� 63ー2006　� 63ー0752 
　　E-mail   hekisuih@city.koka.shiga.jp

記憶と伝達　FAXペーパー展 

　歌とダンスと笑いと感動、テレビでお
なじみのキャラクターショーです。 
ステージ終了後、握手会＆撮影会もあり
ます。 

日　時■8月27日（日） 
①11：00～　　②14：00～ 

場　所■あいの土山文化ホール 
入場料■ 
　《前売》1,200円　《当日》1,500円 
　※全席自由、３歳以上有料です。 
　※チケットは時間指定となります。 

●問　あいの土山文化ホール 
　　� 66ー1602　� 66ー1603

忍たま乱太郎＆うたのお姉さん 
スペシャルステージ 

　甲南ふれあいの館では、「稲作」以外
の作物にまつわる農具を展示します。 
　稲以外の農作物といえば、大豆・麦・
里芋・かんぴょう・じゃがいも・さつま
いもなど、たくさんの種類があります。 
　稲作と畑作の区別なく使用した農具には、
クワやスキ、トウミやガーコン、マグワ
（千歯扱き）などがありますが、「アナ
ツキボウ」「ヤタ」「麦の土入れ」などは、
特定の作物のためにつくられた独特の農
具です。 
　甲南ふれあいの館民具展示室は、甲賀
市甲南町葛木にある郷土資料館です。甲
南Ｂ＆Ｇ海洋センターの道を挟んだ向か
いの瓦葺の建物です。プールで泳いだ後、
ぜひお立ち寄りください。 

開催期間■10月29日（日）まで 
開館時間■9：00～17：00 
入館料■無料 
休館日■月曜日(祝日の場合は翌日) 

●問　甲南ふれあいの館 
　　�/� 86ー7551

甲南ふれあいの館 

畑 作の農具展  

　車イス体験を通してその取り扱い技術
を学び、バリアフリーに向けた環境、施
設のあり方を学びます。 
　また、車イス生活者からの指導や助言
を通して、ノーマライゼーションの意識
の高揚と啓発に努めます。 

日　時■8月26日（土）　9：30～15：00 
（車イス体験終了後、こころの
歌発表、コンサートがあります） 

場　所■市役所甲南庁舎及びその周辺 
内　容■車イスに乗って、自力走行や介

助を行うとともに、様々な福祉
の取り組みに学ぶ。 

参加費■チーム参加の方は1人100円 
　　　　（行事用傷害保険代金） 
参加申込■①先着20チーム（１チーム4人、
　　　　　　チーム内に大人1人以上） 
　　　　　②ボランティア 
申込先■あすぱる甲賀 
※申込み方法の詳細は、下記までお問い
合わせください。 

●問　あすぱる甲賀 
　　� 65ー4020　� 65ー4021

鹿深車イスＤＥ 
ウォーキング2006
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情 報 の ま ど 

日　時■8月22日（火）～26日（土） 
　　　　連日　14：00～16：00 
参加費■2,000円　学生以下1,000円 
定　員■30名まで先着で受付中 

小学生ぐらいから楽しめる内容
です 

　音楽家野村誠さんをお迎えして音楽の創
作を試みるワークショップです。今年は野
村さんが監修するテレビ番組「あいのて」
（NHK教育TVで放送中）に出演中の尾引
浩志さん（ホーメイ歌手）、片岡祐介さん
（打楽器奏者）も来演します。参加者のみ
なさんには、８月２７日に開催する野村さん
のコンサートにも出演していただきます。

●問 　碧水ホール 
　　� 63ー2006　� 63ー0752 
　　 E-mail  hekisuih@city.koka.shiga.jp

音楽ノ未来・野村誠の世界vol.4 
ワークショップの部　参加者募集 

　今年、あいの土山マラソンも第２０回とい
う大きな節目を迎えます。 
　この記念すべき大会に地元ランナーの多
数の参加をお待ちしています。 

期　日■11月5日（日）　雨天決行 
制限時間■マラソンの部　　　　5時間 
　　　　　ハーフマラソンの部　3時間 
コース■あいの土山マラソンコース 
　　　　（日本陸連公認） 
種　目■マラソンの部 
　　　　ハーフマラソンの部 
　　　　（いずれも登録男女、一般男女） 
申込方法■申込書に参加料を添えて大会

事務局までご持参いただくか、
郵便振込みとします。 
　大会要項及び申込書は各支
所および市内体育施設に備え
付けていますのでご利用くだ
さい。 

●問 　甲賀市土山体育館内マラソン事務局 
　　� 66ー0091　� 66ー1091

2006あいの土山マラソン 
出場者募集 

募　　集 
　日本語を母語としない方のために、日本語学習支援ボランティアグループ「和」が日本
語を教えます。 

開講期間■2006年8月～12月（後期15回） 

日本語教室〈後期〉受講者募集！日本語学習支援ボランティア募集中！ 

　受講希望の方は、クラス分けのためのレ
ベルチェックインタビューをしますので、
右記日時にお越しください。インタビュー
の時に受講料が払える方はお支払いくださ
い。 

インタビュー日時■ 
甲南教室：8月17日（木）  19：30～20：30 
　　　　　（甲南忍の里プララ　会議室） 
水口教室：8月20日（日）  13：00～16：00 
　　　　　（ろくしんホール） 

場　所 

曜　日 
開始日 
   8月 

   9月 

10月 

11月 

12月 

時　間 

クラス 

料　金 

水口教室 

ろくしんホール 
（水口中央公民館） 

金曜日 土曜日 
9月1日（金） 9月2日（土） 

 
1，8，15，22，29 
6，13，20，27 
10，17，24 
1，8，15

 
2，9，16，23，30 
7，14，21，28 
11，18，25 
2，9，16

甲南教室 

忍の里 プララ 

木曜日 
8月31日（木） 

31 
7，14，21，28 
5，12，19，26 
9，16，23，30 

7，14

19：30～21：30

初級・中級・上級 
（受講者レベルに合わせた小グループ制） 

各コース　後期15回分・6,000円 
（必要な人のみ）テキスト代2,625円・訳本代2,100円 

※受講希望の方は、甲賀市国際交流協会（Kis）にお申し込みください。受講日案内「日本
語教室開講のお知らせ」(日本語・中国語・英語・スペイン語・ポルトガル語)を配布中
です。途中からの受講も可能ですので下記までお問合せください。 
※日本語学習支援ボランティアも随時募集中です。 
興味のある方はお気軽にお問い合わせください。 

●問　甲賀市国際交流協会 
　�/� 63ー8728  　月～金 10：00～17：00

　日曜日の昼下がり、押し花でしおりづく
りをしてみませんか？ 

日　時■8月27日（日）　14：00～15：30 
場　所■信楽図書館　視聴覚室 
定　員■15名（申込制・先着順） 
対　象■どなたでも参加いただけます。 
（小さなお子さんは大人の方と参加ください） 
内　容■押し花製作 
　　　　（しおり１点　はがき大の作品１点） 
持ち物■はさみ 
参加費■無料 
申し込み■下記の申込カウンターまたは
　　　　　電話で受け付けます。 

●問　信楽図書館 
　　� 82ー0320　� 82ー3921

信楽図書館手づくり教室 

押し花教室　参加者募集 
日　時■9月9日(土)　9:00～12:00 
場　所■消防本部2階屋内訓練場 
　　　　(水口町水口6218番地) 
対　象■市内に居住または在勤の方 
　　　　　　　　　　　(先着30名程度) 
内　容■・心肺蘇生法(人工呼吸、心臓マッ

サージ) 
　　　　・応急手当の方法 
　　　　・AEDの使用方法 
参加費■無料 
申込締切■8月31日(木) 

●問 ●申　甲賀広域行政組合水口消防署救急係 
　　� 63ー1119　� 63ー7941

普通救命講習会受講者募集 

なごみ 
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　１日社会保険相談所の開設日は次のとおりです。 

日　時■8月9日（水）・23日（水） 
（予約制になっていますので、事前
に草津社会保険事務所へ申し込み
をお願いします。） 

場　所■水口社会福祉センター2階　中会議室 
持ち物■年金手帳・年金証書・雇用保険

証または受給者証・過去に勤務
した会社等の職歴メモ・認印 

●問 　草津社会保険事務所 
　　� 077ー567ー1311 
　　� 077ー562ー9638 
　　 市役所保険年金課 
　　� 65ー0688　� 63ー4582 
　　（市役所では予約申込みできません） 

8月の1日社会保険 
相談所の開設 

　社会保険労務士による無料相談窓口を開
設します。 
　解雇、賃金、年金、保険など労働に関す
るあらゆる相談をお受けします。 

日　時■8月9日（水）　14：00～16：00 
場　所■水口社会福祉センター2階 
　　　　（水口税務署北隣） 
受　付■電話予約（先着4名） 
※予約なしにお越しいただいても結構で
　すが、予約のある方を優先します。 

●問 ●申　商工観光課 
　　� 65ー0710　� 63ー4087

労働相談窓口の開設 

　滋賀県では、平成１８年度に課税した自動
車税が未納の人に対し７月１８日付けで督促
状を送付しました。 
　未納の方は、このまま放置されますと地
方税法第１６７条の規定に基づき、預金・給
与、自動車等の差押などを受けることとな
りますので、早急に各金融機関窓口のほか、
県事務所税務課などの最寄りの県税を取り
扱う地方機関の窓口で納税をお済ませくだ
さい。 

自動車税の納付は 
　　　お済みですか？ 

　夏場は暑さと過労で注意力が散漫になり
電気事故が起こりやすくなります。 
　電気コンセントからのたこ足配線や洗濯
機など湿気のある場所で使用する電気機器
には必ずアースを取り付けるなど皆さんも
十分に気をつけましょう。 

●問　関西電気保安協会　滋賀支部 
　　� 077ー525ー1421 
  � 077ー524ー7950 
　　HP：http://www.ksdh.or.jp

8月は電気使用 
　　　安全月間です 

　血液を必要とされる患者さんが安心して輸血が受けられるように、１人でも多くの方の
ご協力をお願いします。なお、成分献血は事前に予約が必要ですので、ご協力いただける
場合は下記までご連絡ください。 
　なお、安全に献血していただくため、献血の間隔が定められています。また、
海外渡航歴のある方（英国）について、献血の制限が設けられています。詳しくは
下記までお問い合わせください。 
 
 
 
 
 
 
 

 

※本人確認のため、当日に免許証等の提示をお願いしております。献血手帳とあわせてお持ちください。 

献血場所 
日　　時 

申込締切 

申　　込 
問い合わせ 

甲賀保健センター（甲賀創健館） 
8月16日（水） 

成分献血 
10：00、11：00、13：00 
14：00、15：00

200ml  献血 
400ml  献血 
10：00～11：30 
12：30～15：00

8月11日（金） 

甲賀保健センター 
� 88ー6556　　� 88ー6557

申し込み不要 

全血・成分献血のお願い お知らせ 

日　時■8月17日（木）13：00～16：00 
場　所■甲南庁舎 
　　　※８月３日（木）８：３０から予約受付 

日　時■8月24日（木）13：00～16：00 
場　所■水口社会福祉センター 
　　　※８月１０日（木）８：３０から予約受付 
定　員■6名（1人30分） 
申込方法■相談は予約制です 
※相談日の２週間前から電話・来所によ
　り先着順です。 
予約先■甲賀市社会福祉協議会 
　　　　（水口社会福祉センター2階） 
予約電話■� 62ー8085 
相談員■滋賀県弁護士会所属の弁護士 

　　　　※相談は無料で秘密は厳守します。 

●問 　甲賀市社会福祉協議会 
　　� 62ー8085　� 63ー2021 
 　　社会福祉課 
　　� 65ー0700　� 63ー4085

法  律  相  談 

日　時■8月15日（火）  19：00～21：00 
　　　　　  19日（土）　 9：30～11：30 
受講料■500円（事前申込が必要です。） 

一般開放日のお知らせ 
　第3日曜日は無料で下記の施設を開放し
ています。 
日　時■8月20日（日）  9：00～21：00 
施　設■甲南B＆G海洋センター1F・2F体育館 

『ちょっとスポーツ』のおさそい 

“いつ”→毎月第1・3金曜日　10：00～11：30 

“どこで”→甲南B＆G海洋センター1F体育館 

“だれでも”→一人でも楽しめます 
　　　　　　（スタッフと一緒に・・・） 

日　時■8月4日,18日（金）10：00～11：30 
参加料■100円／回 
内　容■バドミントン、卓球、ウォーキ
　　　　ングなどの軽スポーツ 

●問 　甲南B＆G海洋センター 
　　� 86ー6971　� 86ー6984

甲南中央運動公園 
　　　トレーニングハウス 
　　　初回使用者講習会 

　なお、やむを得ず納付できないご事情が
ありましたら督促状の封筒裏面に記載して
います最寄りの事務所まで必ずご連絡くだ
さい。 

●問　連絡先甲賀県事務所税務課 
　　� 63ー6106 
　　滋賀県自動車税事務所 
　　� 077ー585ー7288
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情 報 の ま ど 

第1次試験日時■9月17日(日) 
試験場所■立命館大学びわこ・くさつキャンパス 
試験内容■教養試験及び作文試験 

※詳しくは右記まで。 

 

　現在の地上アナログテレビ放送は、地上

デジタルテレビ放送への移行に伴い、2011

年７月24日までに終了します。 
　地上デジタルテレビ放送を視聴するには、
地上デジタル放送対応のテレビに買い換え
るか、地上デジタル放送を受信するための
チューナーを買い足す必要があります。 
　地上デジタル放送の視聴方法など受信に
関する相談や問い合わせは下記まで。 

●問 【受信相談】 
　　総務省地上デジタルテレビジョ

ン放送受信相談センター 
  � 0570-07-0101

地上デジタルテレビ放送が 
始まります 

平成18年度　第2回滋賀県警察官採用試験 

採用試験区分及び人数 

　①男性A……約10人 

　②男性B……約15人 

　③女性B……若干人 

採用試験区分 年　齢　等 学　　歴 

男性Ａ 昭和  51年 4月 2日以降  
に生まれた男性 

学校教育法に基づく大学 （短 
期大学を除く）を卒業した者、 平 
成 19年 3月 31日までに卒業する 
見込みの 者 

男性Ｂ 
昭和  51年 4月 2日から  
平 成元年 4月 1日まで 
に生まれた男性 

上記Ａ区分の学歴に該当しな 
い方 

女性Ｂ 
昭和  51年 4月 2日から  
平 成元年 4月 1日まで 
に生まれた女性 

上記Ａ区分の学歴に該当しな 
い方 

●問 　滋賀県警察本部警務課 
　　� 077-522-1231(代表) 
　　またはフリーダイヤル 
　　� 0120-204-314 
　　HP:www.pref.shiga.jp/police
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保良の宮橋 
（信楽町勅旨） 

　市内で夏まつりが本番を迎
えています。合併するまでは
自分の町の行事しか知らなかっ
たことも、広報を担当してい
るとそれぞれの地域の行事に
参加する機会も増えます。 
　先月号でも紹介した「ござれＧＯ－ＳＨＵ！」
や「杣川夏まつり」、また今月の「和太鼓サウ
ンド夢の森」などは皆さんもぜひ一度訪れてみ
てください。 
　合併後、広報を担当して他のまちの行事を知
り、参加できることはとても幸せなことだと感
じるとともに、甲賀市の良い所をこれからも紹
介していきたいと思います。○や 

●JR草津線「　　　　」から車で約　分 

ほ     ら        　みや 

　
信
楽
高
原
鐵
道
「
玉
桂
寺
前
」

駅
の
そ
ば
に
あ
る
全
長
約
１
０
０

ｍ
の
吊
り
橋
で
す
。
 

　
橋
下
を
流
れ
る
大
戸
川
と
山
々

に
囲
ま
れ
た
田
園
風
景
の
中
に
ひ
っ

そ
り
と
た
た
ず
む
こ
の
吊
り
橋
は
、

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
訪
れ
た
人
々

の
疲
れ
を
と
っ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
 

ぎ
ょ
っ
け
い
じ
 

N
o
.2
7

1


